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＜研究概要＞ 

本研究では，一連河道区間と局所的弱点箇所の 2 重スケール評価による低水護

岸・高水敷系侵食被災リスク評価技術を開発した。この目的を達するため，サブテ

ーマ（ST）1「現況横断面と安定河道断面の比較による一連河道区間の侵食被災ポ

テンシャル評価」，ST2「水理解析に基づく局所的侵食弱点箇所の抽出手法と対策技

術の開発」，ST3「被災事例分析に基づく低水護岸・高水敷系としての侵食リスク評

価技術開発」および ST4「上記成果を統合した一連区間および局所的弱点箇所の 2

重スケールでの低水護岸・高水敷系侵食リスク評価」の研究技術開発を実施した。

＜事後評価指摘事項＞ 

※ 評 価 基 準

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。

Ａ評価のためコメントなし


